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1 目的 
本研究は、平成25年度に企画検討を行い（笠
井・大山・山下、2014）、平成26年度から継続実
施している早期発達介入研究の、15ヵ月間の継
続介入の成果を取りまとめたものである。
本研究の全体計画では、島根県邑智郡川本
町における就学前乳幼児の発達支援に向けて、
川本町教育委員会、川本町健康福祉課、社会
福祉法人川本福祉会所属3保育所と、個別の教
育支援計画のための相談支援手帳「ゆうゆう手
帳」制作共同研究を行い、そのインクルーシブ教
育での利用の成果を追跡研究している。
この研究における相談支援手帳とは、平成20
年3月に厚生労働省・文部科学省により公表され
た「障害のある子どものための地域における相談
支援体制整備ガイドライン（試案）」の第三章「地
域における一貫した相談・支援のための連携方
策」の3において紹介された『相談・支援手帳（ファ
イル）』を指している。このガイドラインでは、『相談・
支援手帳（ファイル）』は、医療、保健、福祉、教育、
労働等の各機関において必要な情報を共有し、
連携して相談・支援を行う際の参考となるよう、保
護者に配付されるものとして構想されている。本
研究では、川本町健康福祉課および川本町教育
委員会と協力して、発達支援課題をまとめた応援
シ トー（資料参照）を含む町独自の相談支援手帳
「ゆうゆう手帳」を制作して、平成27年度から全
保護者と保育所に配布し、インクルーシブに、全
保育所児の発達支援を行うツールとして健診前
の面談等で活用を開始している。
本研究では、その成果研究の一環として、平成
26年11月に就学前保育所児の全体アセスメント
を行い、新版SM社会生活能力検査とグッドイナ
フDAM人物画検査の事前検査を実施した。そ
の全体群96名の分析結果と年長児21名の平成
27年5月までの追跡結果を平成27年度に報告し
た（山下・大山、2015；大山・山下、2015）。発達
アセスメントによる保育士の気づきの成果がすで
に平成27年5月移行支援期に出ていたが、その
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後平成27年度中には、さらに「ゆうゆう手帳」を
利用した町全体での全保育所児発達的介入（乳
幼児健診前の保育士・保護者面談）が継続実施
された。さらに川本町立小学校通級指導教室か
らの巡回指導においても、「ゆうゆう手帳」発達
支援シ トーを介した、指導教室教諭と保育士によ
る子どもの発達についての情報共有が促進され、
移行支援期の綿密な地域支援が展開されている。
このような過程を経て、平成27年11月の事前
検査から15ヵ月後の平成28年2月に、「ゆうゆう手
帳」導入後初の、全体発達アセスメント再検査を
実施した。本研究では「ゆうゆう手帳」導入前後
15ヵ月間の変化を分析し、「ゆうゆう手帳」を介し
た保育所巡回指導、保育所保育士による発達支
援の成果と課題を検討したい。
2 方法 
1）対象児
平成26年11月に新版SM社会生活能力検査
を実施したのは、保育所在籍児全96名（0歳～
6歳）であった。このうち同検査を平成28年2月に
再検査で追跡できた対象児は70名（2歳7名、3
歳14名、4歳20名、5歳16名、6歳13名）であった。
平成26年11月事前アセスメントでDAM人物画
検査を実施できたのは年少・年中・年長52名で
あった。このうち平成27年度中に同検査を再検
査で追跡できたのは30名であり、小学校入学後
の21名を追加して、グッドイナフDAM人物画検
査の追跡対象は51名（4歳1名、5歳16名、6歳15
名、7歳19名）であった。
新版SM社会生活能力検査は、子どもの日常
行動をよく知る担任保育士が、子ども理解に係る
専門業務の一環として項目チェックを行った。人
物画は日常の保育の中で自主的に描かれたもの
を採用した。新版SM社会生活能力検査結果な
らびにDAM人物画検査結果の分析は、「ゆうゆ
う手帳」共同研究の一環として報告者2名が行っ
た。
2）研究結果の公表の承諾
本研究のデータは、「ゆうゆう手帳」共同研究
の一環として、川本町教育委員会から社会福祉
法人川本福祉会所属3保育所に依頼して収集さ
れている。平成27年7月「ゆうゆう手帳」試作版
配布時に保育所全保護者に協力依頼文が配布
され、平成27年12月に保護者集会で研究説明
を行っている。研究説明会は、平成27年3月に川
本町教育委員会を通じて川本町特別支援連携
協議会でも行われている。本論文で取り上げた研
究結果の公表については、事前に川本町教育委
員会、川本町健康福祉課、社会福祉法人川本
福祉会所属3保育所、川本小学校長の了承を得
ている。
3 結果 
1）事前検査の結果
平成26年11月の被験児70名の社会生活能
力指数（SQ)のヒストグラムは図１のとおりであっ
た。SQ85未満9名、85以上100未満23名、100
以上38名であった。SQ平均値は100.05であった。
平成26年11月の被験児51名のDAM知能指数
（DAM-IQ)のヒストグラムは図2のとおりであった。
IQ85未満21名、85以上100未満18名、100以上
12名であった。DAM-IQ平均値は86.67であっ
た。
この2種の検査における平成26年指数別3群
（85未満・85以上100未満・100以上）の被験児
を、平成28年2月まで追跡した。平成28年2月の
被験児70名の社会生活能力指数（SQ)のヒスト
グラムは図3のとおりに変化し、SQ平均値は97.04
であった。平成28年2月の被験児51名のDAM
知能指数（DAM-IQ)のヒストグラムは図4のとおり
に変化し、DAM-IQ平均値は88.47であった。
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図1．平成26年11月の新版SM社会生活能力
　　 検査SQ（社会生活能力指数）分布（n=70）
図3．平成28年2月の新版SM社会生活能力
　　 検査SQ（社会生活能力指数）分布（n=70）
図5．平成26年11月SQ（w）と平成28年2月の
　　 SQ変化量(y)の相関（n=70）
図2．平成26年11月のDAM人物画検査
　　 DAM-IQ（人物画知能指数）分布（n=51）
図4．平成28年2月のDAM人物画検査
　　 DAM-IQ(人物画知能指数)分布（n=51）
図6．平成26年11月DAM-IQ（w）と平成28年2月の
　　 DAM-IQ変化量(y)の相関（n=51）
2）事前事後検査の比較
平成26年11月から平成28年2月までの個人
内SQ変化量、DAM-IQ変化量を求め、平成
26年11月のSQ、DAM-IQとの相関を求めたとこ
ろ、平成26年SQとSQ変化量の間に有意な負
の相関があった（r=-0.66、p<0.001）。平成26年
DAM-IQとDAM-IQ変化量の間に有意な負の
相関があった（r=-0.67、p<0.001）。いずれの検
査でも、事前検査で指数の低い子どもほど15ヵ
月間の変化量が多かった。平成26年生活月齢
とDAM-IQ変化量にも弱い負の相関傾向があり
（r=-0.25、p<0.7）、年齢の低い子どもほど人物
画IQが伸びる傾向があることが分かった。
平成26年のSQ3群（85未満・85以上100未
満・100以上）の15ヵ月間のSQ変化を示し、対
応のあるt検定の結果を示したのが図7である。
SQ85未満の境界域レベル以下の子どもたち（n=9）
は15ヵ月間にSQが平均14伸び、事前には平均
SQ78.0（SD=4.68）であったが、事後には平均
SQ92（SD=9.99）まで伸びていた（両側検定：ｔ
（8）=-4.45、p<0.005）。逆にSQ100以上であっ
た子どもたち（n=38）は、事前には平均SQ110.2
（SD=8.49）であったが、事後には平均SQ101.4
（SD=9.25）に下がっていた（両側検定：t（37）
=5.72、p<0.001）。
平成26年のDAM-IQ3群（85未満・85以上
100未満・100以上）の15ヵ月間のIQ変化を示
し、対応のあるt検定の結果を示したのが図8で
ある。IQ85未満の境界域レベル以下の子どもた
ち（n=21）は15ヵ月間にIQが平均12伸び、事前
には平均IQ71.6（SD=8.33）であったが、事後に
は平均IQ83.6（SD=13.44）まで伸びていた（両
側検定：t（20）=-3.53、p<0.002）。逆にIQ100以
上であった子どもたち（n=12）は、事前には平均
IQ106.8（SD=10.97）であったが、事後には平均
IQ92.8（SD=8.14）に下がっていた（両側検定：t
（11）=3.86、p<0.003）。
これらの15ヵ月間の変化の結果、1）で示したと
おり、検査結果の分布形は、より標準正規分布に
近い形に変化していた。SQの正規性はShapiro-
Wilk検定でW=0.987（p=0.67）からW=0.988
（p=0.75）に変化した。DAM-IQの正規性は、
Shapiro-Wilk 検定でW=0.969（p=0.20）から
W=0.984（p=0.70）に変化した。
これらの結果を総合すると、15ヵ月間の「ゆう
ゆう手帳」による発達的介入と保育所における発
達支援の成果として、町全体の就学前後の発達
における、「標準化」が促進されたことを認めるこ
とができる。保育者の発達評価が介入する新版
SM社会生活能力検査の結果と、子どもの自発的
描画活動を評価するグッドイナフDAM人物画検
査の結果が、ほぼ同一傾向であったことから、こ
の15ヵ月間の子どもの変化は保育者評価の主観
によるものではなく、客観的事実として、町全体の
就学前後に出現した発達的変化であったといえよ
う。
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図7．平成26年11月の3群別に見たSQ
　　 （社会生活能力指数）15ヵ月間変化
図8．平成26年11月の3群別に見たDAM-IQ
　　 （人物画知能指数）15ヵ月間変化
4 考察 
1）発達支援の必要性への気づき
事前事後の2種の検査の結果、指数85未満の
子どもたちが、いずれの検査においても指数平均
で10以上の伸びを示したことは大きな成果であっ
たが、指数100以上の子どもたちの検査結果が
下がったことは今後の課題である。新版SMの平
成27年度事後検査では、SQ85未満7名、85以
上100未満34名、100以上29名であった。SQ平
均値は100.05から97.04に下がっていた。DAM
人物画の事後検査では、DAM-IQ85未満19名、
85以上100未満25名、100以上7名であった。IQ
平均値は86.67から88.43に伸びていたが、100
以下であった。DAM-IQ85未満群からもDAM-
IQ100以上群からも、85以上100未満群に指数
が変化した結果であった。
これらの結果は、山下・大山（2015）において、
平成27年5月に平成26年度年長児の入学後の
追跡を実施した時にも、同じように出現していた。
平成26年11月の事前検査において「支援必要
群」とみなされた子どもたち8名（保育士には分類
は非通知）は、「その他群」とみなされた13名の
発達と比較して、平成26年11月にはDAM-IQで
85未満あるいはSQ85未満であったが、入学後の
平成27年5月には、DAM-IQで群差が消え、「支
援必要群」は「その他群」に追いついていた。今
回の事後検査は全保育所児に対して行われ、平
成26年11月と平成28年2月に３保育所に在籍して
いた子どもたちを対象としているが、やはり結果的に、
いずれの検査においても指数85未満の「支援必
要群」の発達が伸びていたことが分かった。
このような「発達支援必要群」の変化は、「ゆう
ゆう手帳」導入とどのような関係があったのだろう
か。「ゆうゆう手帳」では、事前検査の結果から、
川本町の就学前の発達において次第に遅れが
目立つようになる「自己統制（self-direction）」「意
志交換（communication）」行動に着目して、発達
相談支援に資する「支援シ トー」を開発することと
した（山下・大山、2015）。「ゆうゆう手帳」の「支
援シ トー」を使って発達面談を行い、発達チェック
をすることで、遅れを早期に発見し、支援の必要
性に気づくことができるように制作されていた。
たとえば、参考資料のとおり「2～3歳スタ トー
応援シ トー」では、「簡単なお手伝いをしましょう」
を取り上げ、2～3歳で大人に言われた簡単な用
事がわかり実践できること、3～4歳でも離れたと
ころに対象物があるお手伝いが「言葉」で伝え
てできること、4～5歳では10分から15分の決まっ
たお当番ができるようになることを取り上げている
が、これらは幼児期後半の実行機能（executive
function）の発達を検査するチェック項目となって
いる。日常の生活行動の中でしかチェックできな
い項目であるが、保育現場で発達を見守りつつ、
保護者の把握している子どもの生活行動力と照
合することで、正確な子ども理解に到達できている
可能性がある。また別の例では、「4～5歳スター
ト応援シ トー」で「おつかい」を取り上げ、10円、
50円、100円など、3種類以上のお金の名前を覚
えることを取り上げているが、ふだん保育所内で
お金を使うことはない。この項目も「自己統制」に
つながる重要な行動特性を、「ゆうゆう手帳」を
使った保護者の面談を通して保育所が正確に把
握している可能性がある。
このように、「ゆうゆう手帳」を使った日常生活
行動チェックと面談により、保育者は子どもの実行
機能を中心とした発達的問題を早期に気づくこと
ができ、保育者の専門性・資質により早期支援に
取り掛かったのではないかと考えられる。
2）地域全体で取り組むインクル シーブ教育へ
平成27年5月の結果（山下・大山、2015）と今
回の平成28年2月の結果から、「ゆうゆう手帳」
の導入により、発達的介入が境界域レベル以下
の「支援を必要とする子どもたち」に傾注されやす
くなったことが分かったが、一方、今後は全体の
インクル シーブな支援の継続が課題となっているこ
とがわかる。
今回の事後検査において、いずれの検査にお
いても指数100以上の子どもたちの発達が伸び悩
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んでいた点は、改善が必要である。保育現場で
は、充分に年齢相応の行動ができるとみなされる
と、他の支援必要群を優先して保育しがちである。
すべての子どもの発達課題理解に「ゆうゆう手帳」
を利用することができるよう、平成28年2月の結果
を受けて、「ゆうゆう手帳」完成版を制作し、参考
資料の通り、子どもの発達「応援シ トー」の全36
項目に子どもの声としての「できたよ」「もう少し」の
２つのチェック欄を設けた。支援が必要かどうか
だけではなく、子ども中心の教育的な視点に立ち、
個別の発達課題に指導計画を結び付けやすくす
るための工夫である。全保育所児について、「発
達経過記録表」を作成する際、この２つのチェッ
ク欄を利用した一覧表をもとに指導計画が立案
しやすくなるよう、検討を続けている。
さらに今回の事後検査において、DAM-IQ変
化量が年少児ほど高い傾向があったことは、早
期介入の効果と今後への可能性を示すものであっ
たといえる。現在の「ゆうゆう手帳」完成版は、川
本町の4歳児健診を前提にした4～5歳スター ト応
援シ トーの分量が多くなっているが、最も発達支援
の成果が上がりやすいのはむしろ0～3歳であると
思われるため、0歳からの「ゆうゆう手帳」の利用
促進に向けて0～3歳の項目を増やし、「自己統制」
出現前の「意志交換」の基盤を強化するなどの
改善が必要ではないかと思われる。川本町の保
育現場における0歳児からの発達支援の継続によ
り、今後さらに新たな成果が出現することを期待
したい。
（資料）
平成28年3月31日版
保護者・保育所共有
川本町子育てサポ トー「ゆうゆう手帳」
応援シ トー記載事項
平成26年の全体アセスメント（事前検査）の結
果から、川本町の就学前児の発達が遅れがちな、
「自己統制」「意志交換」に焦点を当てて、何歳
ころに、どのような行動を支援すべきかを解説して
いる。
（１歳になったら）
No.1　できたよ□　　もう少し□　
はいはいで、階段をのぼったり、後ろ向きにおり
たりしますか？
足の裏に注目!　親指側に力をいれて、しっか
り階段のぼりや滑り台のぼりができているでしょうか？　
無理に早く立ち上がるより、親指側に力が入って、
自然にはいはいから歩行を覚えることが肝心です。
No.2　できたよ□　　もう少し□　
「ちょうだい」「どうぞ」「ありがとう」のやりとりを始
めましたか？
①　まずは、大人から「ちょうだい」のしぐさと言
葉かけをします。
②　子どもがおもちゃや食べ物を渡したら、　
同時に「どうぞ」と子どもの代わりに言葉か
けをします。
③　そして、子どもをしっかり見て「ありがとう」
といっておじぎのしぐさをして、やりとりがで
きたことをほめてください。
No.3　できたよ□　　もう少し□　
「ちょうだい」「どうぞ」の「ありがとう」のやりとり
が身について、子どもが自分からしぐさや言葉で
伝えるようになりましたか？
①　子どもの方から物をほしがった時に、「ちょ
うだいは？」と、このやり取りを促してみましょ
う。
②　子どもがしぐさや言葉で「ちょうだい」がで
きたら、「どうぞ」とはっきり言って物を渡し
ます。
③　子どもが「ありがとう」まで、しっかりやりとり
ができたら、「できたね」と、おおいにほめて
ください。
No.4　できたよ□　　もう少し□　
ときどき、何を言っているのかわからないひとりご
とをお話しするようになりましたか？
これは、ことばの練習ですね。子どもの言って
いる赤ちゃんことばをまねして遊びながら、しだいに
「あった！」「ナイナイ」など、簡単なことばをしぐさと
同時に伝えていくと、まねして覚えるようになります
よ。
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No.5　できたよ□　　もう少し□　
体の部分の名前がわかるようになりましたか？
「あたま」「おへそ」「手」「あし」など、目に見えや
すい部分から名前を覚えましょう。「あたま、かた、
ひざポン！」などのうた遊びと一緒に覚えると楽し
いですね。
覚えた名前は、「○○ちゃんのあしはどこかな？
あたまはどこかな？」と、自分で指差せることを楽し
んで遊びましょう。靴下を脱ぐとき、そでに腕を通し、
ズボンに足を通すとき、「こっちの足、こっちの手」
などの声掛けを忘れずに。
（2歳になったら）
No.6　できたよ□　　もう少し□　
片手を支えられたら、立って階段をあがりおりで
きるようになりましたか？
１歳の頃よりもっとしっかり親指側に力をいれて、
階段のあがりおりができているでしょうか。左右で
姿勢バランスに差がなく、ピョンピョンとんだり、大
きなボー ルのキャッチもできるようになりましたか？
No.７　できたよ□　　もう少し□　
「いや」「だめ」など、否定することばが使えるよ
うになりましたか？
意思がはっきりしてきますね。聞かれると２つの
物のなかで好きなほうを選んだり、否定のことばを
「コップない」「食べない」というように使ったりします。
話の中に、自分の名前を呼ばれているとおりの愛
称で入れたり、自分を入れた意思のはっきりした
主張をするようになりますね。
3～4歳になって、自分の名前の代わりに「ぼく・
わたし」などと使えるようになるまでは、まだ自我の
芽生えの不安定な時期です。親の言うことに従う
のは、せいぜい半分くらいだと考えておきましょう。
No.8　できたよ□　　もう少し□　
うた遊び、手遊びで、歌に合わせて手足を動か
したり、節をつけて歌ったりしますか？
子ども同士の遊びに関心を持つようになりますね。
音楽に合わせてみんなで遊ぶのが大好きなころ
です。まわりの音楽や人の動きにあわせて、いっしょ
に体を動かす楽しさを、繰り返し体験しましょう
No.９　できたよ□　　もう少し□　
自分の衣服は、ゆるめてやれば自分で脱げるよ
うになりましたか？
靴下をはく、前開きの上着を着る、かぶりのシャ
ツやセ ターー を着るなど、自分で着る動作を覚える
時期です。子どもの前でモデルを示したり、シャツ
の前後、そでの右左がわかりやすい印をつけたり、
「こっちの手をこうして・・」など、言葉を添えて促
していったりしましょう。自分で衣服が着れたら、「ヤッ
ター ！」とほめてください。
No.１０　できたよ□　　もう少し□　
自由になぐり描きをして遊びますか？
新聞紙や広告の裏紙など、子どもが自由になぐ
り描きができる紙を与えて、好きなように線をかい
て遊びましょう。最初は勢いのある丸い形やでた
らめ描きですが、次第によく見て描くようになります。
「ジャ ッー」とか「シュー ッ」といった擬音で、線を
引く楽しい遊びを楽しみましょう。大人の動作のま
ねをして、円や線がかけるようになると楽しいですね。
利き手がしだいにはっきりしてきます。子どもが楽し
く遊べるほうの手を使うとよいですね。
新聞紙や広告を使って、ちぎって遊ぶ遊びも大
切です。親指と人差し指でビリビリちぎったり、ゆっ
くりまっすぐちぎったり、クシャクシャにまるめたり、両
手の指先を使って楽しく遊びましょう。
（３歳になったら）
No.11　できたよ□　　もう少し□　
「貸して」や「いれて」が言えるようになりましたか？
保育所での集団活動で、順番が守れるように
なってきます。また人とのやり取りの中で、次第に
集団行動がとれるようになります。かくれんぼから
始まって、大人が楽しく指導すれば、大きな子どもの
「ル ルーのある遊び」にも、見よう見まねで参加で
きるようになりますね。次第に、まわりのようすを見
ながら行動できるようになります。
No.12　できたよ□　　もう少し□　
タオルを渡すと自分で手を拭いたり、まねして歯
をみがいたり、またトイレでまねして排便しようとする
など、生活行動が大人に近づいていますか？
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手にせっけんをつけて、水道の水で手を洗い、
タオルで拭く、といった何気ない動作も、子どもは
大人のまねをして覚えます。この時期のお風呂や
洗面所のような水まわりでの動作、トイレでの動作、
食事での動作、着脱衣の動作、寝るときの動作、
すべて子どもにとっての動作モデルに取り込みやす
さがあることが大切です。一度に覚えさせようとせ
ず、短い動作をつないで、無理なく少しずつ取り込
んでいけるよう、工夫しましょう。
次第に動作の取り込みがすすみ、言われなくて
も食事を最後まで、残さず食べることができたり、
着脱衣もできるようになったりします。ただ、まだま
だ手先は不器用なので、道具の工夫は大切です
ね。
No.13　できたよ□　　もう少し□　
排泄感覚をことばや仕草で伝えるようになりまし
たか？
この時期は、トイレに連れて行くと、排尿あるい
は排便をするようになります。排泄は生理的な現
象ですから、食事や睡眠との関係ですすむリズム
を持っています。時間を決めてトイレにつれていくこ
とが肝心です。
何時頃に食事をすると、何時頃に排尿・排便が
あるのか、それがわかれば、その時期を見計らっ
てトイレに連れて行けばよいですね。まずはメモを
取って、その時間がリズミカルに決まるように生活
をすすめましょう。
No.14　できたよ□　　もう少し□　
簡単なお手伝いができるようになりましたか？
家庭や保育所の中で、子ども向けのお手伝い
（お当番）の仕事を選びましょう。たとえば、新聞
をとってくる、お箸をならべる、くつをそろえるなど、
何でもよいので、ほんとうに「人の役に立つ」お手
伝いがよいでしょう。一回でもできたら、お手伝い
ができたことを、皆の前でほめてください。
すぐできることから始めて、次第に、お手伝いの
仕事をするのにかかる時間が長くなるようにします。
たとえば、頼まれたものを取ってくるとき、最初はす
ぐ見えるところにあるもの、次第にできるようになったら、
「言葉」で伝えて覚えてから離れたところに取りに
行けるように、といった感じです。
（４～５歳になったら）
No.15　できたよ□　　もう少し□　
家庭や保育所の中で、１０分から１５分くらいは、
決まったお当番の仕事ができるようになりましたか？
お当番さんの仕事がすんだら、誰か大人に「す
みました」と伝えて、しっかりほめてもらうことが大
切です。
No.16　できたよ□　　もう少し□　
５人以上の集団でも、順番を待ったり、ル ルー
を守ったりして一緒に遊ぶことができるようになりま
したか？
「ごめんなさい」が言えたり、「いい？」が言えたり、
みんなの前で歌ったり踊ったり、集団で遊ぶことを
楽しむようになりますね。
No.17　できたよ□　　もう少し□　
大人の動作の模倣がすすみ、いわれなくてもこ
ぼしたものを自分で拭いたり、歯磨きやうがいもき
ちんと習慣になってきましたか？
ことばで指示すれば、配膳なども手伝えます。排
泄・着脱衣・入浴・睡眠で自立できているかどうか、
確認しましょう
No.18　できたよ□　　もう少し□　
ことばによる指示で、連続した動作をすることが
できますか？
４歳を過ぎたら「用事」をことばで伝えて、子ども
に覚えさせ、どこまでできるか試してみましょう。
たとえば「○○先生からお皿をもらって、△△
先生からおはしをもらってきてください。それがすん
だら、『すみました』って言いにきてね」といった感
じの「用事」です。
連続した３つ以上の動作の用事をお手伝いで
きるようになったら、しっかりみんなの前で誉めましょ
う。金メダル！
No.19　できたよ□　　もう少し□　
配膳のお手伝いなどをするときに、３～５の数を
数えて物を分けることができますか？
できるだけ「さん、よん、ご」などの言葉にして、も
のを取り分ける動作を繰り返しましょう。
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No.20　できたよ□　　もう少し□　
「ここに○○ちゃんを描いてね」といって、人の
体の絵（人物画）を描かせてみましょう。あたま、
胴体、手と足のついた人物が描けますか？
胴体をなかなか描けない子どもがいたら、１歳
の頃からの階段のぼりの「運動」や、２歳の頃か
らの「着脱衣」のようすを振り返ってみましょう。胴
体や手足を脳がしっかりにコントロー ルできるように、
毎日の運動や生活習慣から振り返って、やり直し
ましょう。
No.2１　できたよ□　　もう少し□　
おつかいをすることができますか？
最初は、大人についてもらいながらお金を持っ
ておつかいに行き、お金の種類を覚えていきます。
10円、50円、100円など、3種類以上のお金の名
前を覚えましょう。
4～5歳を過ぎたら、できるだけお手伝いとおつ
かいをしましょう。
おつかいの用事を覚えて大人に伝えるだけでも、
子どもはたくさんのことを記憶します。繰り返してい
くうちに、数の世界に親しんでいきます。
No.22　できたよ□　　もう少し□　
お手伝いのときに、ものを片付けることはできま
すか？
自分の持ち物を定位置にかたづけること、同じ
ものを一つのグル プーに分けること、一定のスペー
スに物を収納すること、などを習慣づけましょう。
No.23　できたよ□　　もう少し□　
物がなくなったことに気付きますか？３つくらいの
物から一つ取除くと、なくなったものの名前を言う
ことができますか？
No.24　できたよ□　　もう少し□　
ものを片付けるときに、ひもを使って結ぶことが
できますか？
固結びでも、ひもを使って結ぶことができるように、
ゆっくりモデルを示したり、後ろから手を添えていっ
しょに結んだりして、教えていきましょう。
No.25　できたよ□　　もう少し□　
果物のグル プーに動物が入っているときなど、物
をグル プーに分けたとき、「仲間はずれ」がわかり
ますか？
4歳を過ぎたら、「果物」や「乗り物」など、日常
生活で抽象的なことばも使えるようになります。子ど
もの気付く「仲間はずれ」はどんな種類か、楽しん
でお話してみましょう。
No.26　できたよ□　　もう少し□　
うた遊び・手遊びで、文章が５つ以上続くくらい
の長さのうたを、ひとりで思い出して歌うことができ
ますか？
No.27　できたよ□　　もう少し□　
絵本の中に登場したものなど、５つを思い出し
て選び出したり言ったりできますか？　いくつ思い
出せましたか？
No.28　できたよ□　　もう少し□　
きょうはどんなことがあったの？」と問いかけると、
たとえば「○○先生がね、『○○っていってたよ』」
などと、その日のことをお話しますか？
夕食時の会話は、実は子どもの記憶の大切な
働きを促しています。4歳を過ぎたら、できるだけ振
り返って記憶に基づいてお話しするようにしましょう。
まずは、大人がお話をすることが大切です。
次第に、きかなくてもその日の出来事を自分から
話すことができるようになります。時計やカレンダー
を使いながら、次第に「次にすること」「明日するこ
と」が言えるようになりましょう。次第に「きのう」「きょ
う」「明日」がわかり、「来年」の意味もわかるよう
になりますね。
（５～６歳になったら）
No.29　できたよ□　　もう少し□　
大人を信用するだけでなく、知らない大人につ
いていかないなど、警戒することもできるようになりま
したか？
No.30　できたよ□　　もう少し□　
集団の様子をみて、困っている友達や年少児
を助けてあげたり、相手に共感して世話をしてあ
げたり、優しく説明したりもできるようになりましたか？
No.31　できたよ□　　もう少し□　
まとまったことばを音でわけて、しりとり遊びがで
きるようになりましたか？　「あ」のつくことば、「た」
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のつくことばなどの遊びができますか？　
かるた遊びを面白がりますか？
No.32　できたよ□　　もう少し□　
生活の中でよくみる信号や標識の意味がわかり
ますか？　よく知っているお店の看板や、シンボル
マークなどの意味が分かりますか？
No.33　できたよ□　　もう少し□　
長い歌を、最初から最後まで、しっかり覚えて歌
うことができますか？保育所で、集団で遊ぶうた遊
びに、ことばと動きでしっかり参加していますか？
No.34　できたよ□　　もう少し□　
自動販売機やスー パーで買い物をするうちに、
子どもは数字を読むことを覚えていきます。1から10
までの読み方をおぼえることができましたか？
100円までの簡単な買い物をくりかえし体験しま
しょう。
No.35　できたよ□　　もう少し□　
カレンダー や時計の意味がわかりますか？　
デジタルではなく、長い針と短い針のある時計
が理解できることが大切です。
おもちゃの時計で、おやつの時間や好きな番組
が始まる時間を作ることができますか？
No.36　できたよ□　　もう少し□　
５歳を過ぎて、友だちとけんかをしたり、物を壊し
てしまったり、子どもなりに「大変だ！」と感じたとき
にも、泣いてばかりいないで、自分の気持ちを言葉
で表現できるようになりましたか？
「楽しい」「好き」「怒っている」「悲しい」など、
感情を言葉にしつつ、どうすればよいかも話し合う
ことができるようになりますね。
最初は、大人がやさしい言葉で友達の気持ち
を伝えていきます。次第に大人の橋渡しが要らなく
なります。
小学校への入学が近づくにつれて、友だちの
中で、話したり聞いたりのやりとりがしっかりできて、
話し合って一つの砂山を作ることができたり、けん
かの仲裁をしたり、相手のこと、弱い人のことが、
わかるようになります。
少しずつ、自分の気持ちだけでなく、人の「気持
ち」を言葉で表現できるようになり、子どもは幼児
期を卒業していきます。
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